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(57)【要約】
【課題】  エアーマット１１０内の圧力変化を検出して
心拍数や呼吸数などの生体活動を測定する生体活動測定
装置１００において、雑音を拾いにくく、構成が簡単で
安価、堅牢な生体活動測定装置を提供すること。
【解決手段】  圧力変化を空気の流速変化に変換する変
換手段１２０と、流速変化を検出しこれを電気信号とし
て出力する流速変化検出手段１３０と、前記流速変化検
出手段から出力された電気信号を処理して生体活動を測
定する信号処理部１４０と、を備え、前記変換手段は、
前記エアーマットに設けられた孔１２１と、該孔から出
入りする空気を案内する管１２２と、該管により前記エ
アーマットと連通されている空気槽１２３と、を備え、
前記流速変化検出手段は、前記管の内部または出口に設
けられたサーミスタ１３１を備える。



(2) 特開２００１－２１８７４４

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  エアーマット内の圧力変化を検出して心
拍数や呼吸数などの生体活動を測定する生体活動測定装
置において、
前記圧力変化を空気の流速変化に変換する変換手段と、
前記流速変化を検出しこれを電気信号として出力する流
速変化検出手段と、
前記流速変化検出手段から出力された電気信号を処理し
て生体活動を測定する信号処理部と、を備えたことを特
徴とする生体活動測定装置。
【請求項２】  前記変換手段は、前記エアーマットに設
けられた孔と、該孔から出入りする空気を案内する管
と、該管により前記エアーマットと連通されている空気
槽と、を備えたことを特徴とする請求項１記載の生体活
動測定装置。
【請求項３】  前記流速変化検出手段は、前記管の内部
または出口に設けられた発熱体と、前記発熱体の温度変
化を検出しこれを電気信号として出力する温度センサ
と、を備えたことを特徴とする請求項２記載の生体活動
測定装置。
【請求項４】  前記発熱体及び前記温度センサを兼ねる
ものとして自己加熱型サーミスタを用いることを特徴と
する請求項３記載の生体活動測定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、エアーマット内の
圧力変化を検出して心拍数や呼吸数などの生体活動を測
定する生体活動測定装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】社会の高齢化が進むにつれ、高齢者の健
康管理や疾病の早期発見のために在宅での生体活動の測
定が重要になってきている。
【０００３】在宅において生体活動を測定する場合、使
用者に負担を与えない無侵襲、無拘束的な方法が望まれ
る。
【０００４】このような観点から、例えば特開平１１－
１９０５６号公報のように、使用者の体の下にエアーマ
ットを敷き、エアーマット内の圧力変化を検出して生体
活動を測定する装置が提案されている。
【０００５】また、特公平２－２６９６３号公報では、
使用者の体にエアーバッグを載せ、エアーバッグ内の圧
力変化を検出して生体活動を測定する装置が提案されて
いる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかし、これらの装置
では圧力変化を検出するのにコンデンサマイクロホンを
用いているため、生活音やイビキなどの雑音を拾いやす
い。
【０００７】また、マイクロホンに新たにチャンバーや
減圧用フィルムを追加しなければならず、構成が複雑と
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なるため高価で壊れやすいという問題があった。
【０００８】本発明は以上の問題点に鑑み、雑音を拾い
にくく、構成が簡単で安価、堅牢な生体活動測定装置を
提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本願第１請求項に記載し
た発明は、エアーマット内の圧力変化を検出して心拍数
や呼吸数などの生体活動を測定する生体活動測定装置に
おいて、圧力変化を空気の流速変化に変換する変換手段
と、流速変化を検出しこれを電気信号として出力する流
速変化検出手段と、前記流速変化検出手段から出力され
た電気信号を処理して生体活動を測定する信号処理部
と、を備えた構成の生体活動測定装置である。
【００１０】本発明によれば、エアーマット内の圧力変
化を空気の流速変化に変換した上で検出するので雑音を
拾いにくい。
【００１１】本願第２請求項に記載した発明は、前記第
１請求項に記載の発明において、前記変換手段は、前記
エアーマットに設けられた孔と、該孔から出入りする空
気を案内する管と、該管により前記エアーマットと連通
されている空気槽と、を備えた構成の生体活動測定装置
である。
【００１２】本発明によれば、エアーマットと空気槽の
間に管を設けるだけの極めて単純な構造でエアーマット
内の圧力変化を空気の流速変化に変換することができ
る。
【００１３】本願第３請求項に記載した発明は、前記第
２請求項に記載の発明において、前記流速変化検出手段
は、前記管の内部または出口に設けられた発熱体と、前
記発熱体の温度変化を検出しこれを電気信号として出力
する温度センサと、を備えた構成の生体活動測定装置で
ある。
【００１４】本発明によれば、例えば発熱体として抵抗
線、温度センサとして熱電対などの安価で単純な構造の
部品を使用することにより、安価で堅牢な生体活動測定
装置を提供できる。
【００１５】本願第４請求項に記載した発明は、前記第
３請求項に記載の発明において、前記発熱体及び前記温
度センサを兼ねるものとして自己加熱型サーミスタを用
いる構成の生体活動測定装置である。
【００１６】本発明によれば、発熱体と温度センサを兼
ねる自己加熱型サーミスタを用いることにより部品点数
を削減することができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】以下に、本発明の具体例を図面に
基づいて詳細に説明する。
【００１８】図１に示すように、本例の生体活動測定装
置１００は、エアーマット１１０、変換手段１２０、流
速変化検出手段１３０、及び信号処理部１４０から構成
されている。
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【００１９】エアーマット１１０はビニールを素材とし
た細長い円筒をすだれ状に連ねて構成され、各円筒は連
通されてエアーマット内の空間が全体として一体になる
ようにしてある。なお、本発明にいうエアーマットはこ
のような構造のものに限られず、可撓体で形成された中
空の箱型でもよいし、スポンジをカバーで被覆したもの
でもよい。
【００２０】変換手段１２０は、エアーマット１１０に
設けられた孔１２１と、孔１２１から出入りする空気を
案内する管１２２と、管１２２によりエアーマット１１
０と連通されている空気槽１２３から構成されている。
【００２１】エアーマット１１０上に横たわった人体２
００の心拍や呼吸などの生体活動によってエアーマット
１１０内の圧力が変化する。この圧力変化は変換手段１
２０により空気の流速変化に変換される。すなわち、エ
アーマット１１０内の圧力が上昇すると空気は管１２２
を通って空気槽１２３へと流れ、反対にエアーマット１
１０内の圧力が低下すると空気は管１２２を通ってエア
ーマット１１０へと流れるので、その流速変化を流速変
化検出手段１３０で検出することにより圧力変化を測定
することができる。
【００２２】管１２２の出口には流速変化検出手段１３
０が設けられている。本例では流速変化を検出するため
に自己発熱型のサーミスタ１３１を用いている。
【００２３】図２は流速変化検出手段１３０及び信号処
理部１４０の回路構成図である。サーミスタ１３１には
定電流回路１３２により定電流が流されており、発熱を
している。サーミスタ１３１に管１２２から出てきた空
気があたりこれを冷却すると、サーミスタ１３１の抵抗
値は変化する。空気の流れが緩やかになると、サーミス
タ１３１の温度は自己発熱で上昇する。この結果、アン
プ１３４の出力には心拍数や呼吸数などの生体活動に比
例した電圧変化が現われる。
【００２４】なお、サーミスタ１３１は抵抗線や抵抗な
どの発熱体と熱電対などの温度センサの組み合わせでも
代用することができる。サーミスタや抵抗線は安価で機
械的にも極めて単純な構造のセンサであり、音などの雑
音も拾わない。
【００２５】流速変化検出手段１３０の検出出力の実例
を図３に示す。波形Ａは検出出力を増幅したもので心拍
波形と呼吸波形が混合されたものになっている。
【００２６】呼吸と心拍は周波数が異なるので信号処理
部１４０においてバンドパスフィルタ１４１，１４２を
用いて弁別することができる。心拍用フィルタ１４１を
通した波形が波形Ｂで、人体の心拍運動をあらわしてい
る。呼吸用フィルタ１４２を通した波形が波形Ｃで人体
の呼吸運動をあらわしている。
【００２７】信号処理部１４０を通信回線と接続すれ
ば、呼吸数や心拍数に異常が生じた場合、病院などの医
療機関へ自動的に通報することができる。 *
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*【００２８】次に、本発明の他の具体例を図４を用いて
説明する。なお、基本的な構成は、前述した具体例と同
様であるので、共通する部材には同一の符号を付すとと
もに、その説明を省略する。
【００２９】変換手段１２０は、エアーマット１１０に
設けられた孔１２１と、孔１２１によりエアーマット１
１０と直接に連通されている空気槽１２３から構成され
ている。本例のようにしても、前述した具体例と同様に
圧力変化を流速変化に変換することができる。
【００３０】
【発明の効果】以上説明したように、本願第１請求項に
記載した発明は、エアーマット内の圧力変化を検出して
心拍数や呼吸数などの生体活動を測定する生体活動測定
装置において、圧力変化を空気の流速変化に変換する変
換手段と、流速変化を検出しこれを電気信号として出力
する流速変化検出手段と、前記流速変化検出手段から出
力された電気信号を処理して生体活動を測定する信号処
理部と、を備えた構成の生体活動測定装置である。
【００３１】本発明によれば、エアーマット内の圧力変
化を空気の流速変化に変換した上で検出するので雑音を
拾いにくい。
【００３２】本願第２請求項に記載した発明は、前記第
１請求項に記載の発明において、前記変換手段は、前記
エアーマットに設けられた孔と、該孔から出入りする空
気を案内する管と、該管により前記エアーマットと連通
されている空気槽と、を備えた構成の生体活動測定装置
である。
【００３３】本発明によれば、エアーマットと空気槽の
間に管を設けるだけの極めて単純な構造でエアーマット
内の圧力変化を空気の流速変化に変換することができ
る。
【００３４】本願第３請求項に記載した発明は、前記第
２請求項に記載の発明において、前記流速変化検出手段
は、前記管の内部または出口に設けられた発熱体と、前
記発熱体の温度変化を検出しこれを電気信号として出力
する温度センサと、を備えた構成の生体活動測定装置で
ある。
【００３５】本発明によれば、例えば発熱体として抵抗
線、温度センサとして熱電対などの安価で単純な構造の
部品を使用することにより、安価で堅牢な生体活動測定
装置を提供できる。
【００３６】本願第４請求項に記載した発明は、前記第
３請求項に記載の発明において、前記発熱体及び前記温
度センサを兼ねるものとして自己加熱型サーミスタを用
いる構成の生体活動測定装置である。
【００３７】本発明によれば、発熱体と温度センサを兼
ねる自己加熱型サーミスタを用いることにより部品点数
を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の具体例に係り、生体活動測定装置を
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示す概念図である。
【図２】  本発明の具体例に係り、流速変化検出手段及
び信号処理部の回路構成例図である。
【図３】  本発明の具体例に係り、流速変化検出手段の
出力波形である。
【図４】  本発明の具体例に係り、生体活動測定装置を
示す概念図である。
【符号の説明】
１００    生体活動測定装置
１１０    エアーマット
１２０    変換手段
１２１    孔 *

6
*１２２    管
１２３    空気槽
１３０    流速変化検出手段
１３１    サーミスタ
１３２    定電流回路
１３３    コンデンサ
１３４    アンプ
１４０    信号処理部
１４１    心拍用フィルタ
１４２    呼吸用フィルタ
２００    人体

【図１】

【図２】

【図４】
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